
後
土
御
門
天
皇
女
房
奉
書
（
第
二
紙
闕
）

実
隆
公
記
明
応
三
年

二
月
二
日
条
貼
継

【
釈
文
】

（
端
裏
銘
）

　
「
仰
明
応
三
正
廿
五

」

申
御
さ
た
と
も
の
事
、
二
日
に
御
さ
た
め
候
事
に
て
候
、
御
心
え
候
て
御
申
候
へ
と
申
と
て
候
、
か
し
く
、（

返
シ
書
）

　
二
日

に
も
し
雨
ふ
り
候
は
ゝ
、
四
日
に
て（

上
）

　
候
へ
く
候
、

【
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
・
現
代
仮
名
づ
か
い
に
直
す
と
】

申
御
沙
汰
共
の
事
、
二
日
に
御
定
め
候
事
に
て
候
。
御
心
得
候
て
御
申
候
え
と
申
せ
と
て
候
。
か
し
く
。
二
日

に
も
し
雨
降
り
候
わ
ば
、
四
日
に
て
候
べ
く
候
。

【
現
代
語
訳
す
る
と
】

申
御
沙
汰
の
こ
と
は
、
二
日
に
お
決
め
に
な
り
ま
し
た
。
お
心
得
い
た
だ
き
お
伝
え
下
さ
い
と
申
せ
と
の
こ
と

で
す
。
か
し
こ
。
二
日
に
も
し
も
雨
が
降
り
ま
し
た
ら
、
四
日
に
な
り
ま
す
。

【
解
説
】

『
実
隆
公
記
』
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
二
月
二
日
条
に
貼
り
込
ま
れ
た
五
通
の
文
書
の
う
ち
の
二
通
目
に
あ

た
る
。
正
月
二
十
三
日
条
に
「
抑
自（

後
土
御
門
天
皇
）

　
禁
裏　（

近
衛
政
家
）

陽
明
以
下
申
沙
汰
事
、
去
年
雖
有
御
斟
酌
、
於
当
年
者
可
有
哉
之
由

被
仰
之
」
と
あ
っ
て
、
前
年
は
見
送
ら
れ
た
近
衛
政
家
以
下
の
廷
臣
に
よ
る
酒
宴
の
献
上
に
つ
い
て
、
今
年
は

実
施
す
る
と
い
う
後
土
御
門
天
皇
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
二
日
後
、
日
程
を
決
定
し
た
こ
と
を

告
げ
、
そ
の
伝
達
を
命
じ
た
の
が
こ
の
女
房
奉
書
で
あ
る
。
実
隆
は
早
速
、
政
家
に
日
程
を
伝
達
す
る
と
と
も

に
、
翌
二
十
六
日
ま
で
に
は
政
家
以
外
の
「
申
沙
汰
人
数
」
で
あ
る
西
園
寺
実
遠
・
徳
大
寺
実
淳
・
花
山
院
政

長
・
久
我
豊
通
ら
に
も
報
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
実
隆
は
こ
の
件
に
つ
い
て
奉
行
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
右
に
い
う
五
通
の
文
書
と
は
、
申
沙
汰
の
当
日
の
記
述
に
つ
い
で
「
兼
日
儀（

四
辻
春
子
）

　
勾
当
書
状
等
続
左
」
と
記
さ

れ
て
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
間
の
準
備
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
政
家
ら
の
申
沙
汰
は
、
長
享
元
年

（
一
四
八
七
）
に
花
見
の
宴
を
献
じ
た
の
を
嚆
矢
と
し
て
、
同
二
年
か
ら
恒
例
化
し
た
も
の
で
、
手
猿
楽
の
張
行

を
伴
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。


